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超硬モデ、ルは 2 GPa 以上の抗折力を示し、焼結時に一様に収縮することから、実用的な強度を有するモデ、ルのニア
ネットあるいはネットシェイプ成形の可能性を示している。
第 4 章では具体的製品への適用として、内部冷却路を有するガラスレンズ用超硬金型を試作し、冷却性能について
実験および差分法による温度解析を行っている。その結果、比較的均一な温度分布で、自然冷却に比べて 10 倍の冷
却速度を示す金型の作製が可能であることを示している。
第 5 章では、圧粉時に生じる境界溝とモデル部との強度差(密度差)を利用したモデ、ルの分離方法について、剛塑
性有限要素法による解析および実験により検討を行い、モデ、ル分離が可能な境界溝の形状および圧粉圧について示し
ている。
最後に、第 6 章において本論文内容の総括を示している。
以上の研究内容は、製品開発サイクルの短縮、コストの低減を図る生産技術として有益な成果であり、博士(工学)
の学位論文として価値のあるものと認める。
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